
海洋性気候を考慮した夏の長期化の原因

l 序論

日本の気候の特徴として四季がはっき

りしていることが挙げられる．旬の食材を

利用した料理や季節感を詠った和歌，四

季折々の行事など日本文化と四季は昔

から切っても切り離せない関係にある．

しかし，日本の四季は崩壊しつつある．

近年春や秋ても「真夏並みの暑さ」と

報道される日が多くなってきている．それ

に伴い，「日本の夏は長くなっている」

「春と秋がなくなってしまった」との主張

が散見される．

春と秋の高温化によって様々な影響が

出る．例えば，暑さに慣れていない春の高

温化によって熱中症になるリスクが高ま

る．また，酷な残暑と乾燥により秋冬野菜

の定植やそれ以降の作業に影響が出て

いる．このような春と秋の高温による影

響・リスクの把握や適応策を考えるうえて十

も，近年にかけて夏の期間変化傾向を示

し，その原因について具体的に解明する

ことは非常に重要てある．

実際に，中国やヨーロッパなど夏が長

期化していることが示されている地域が

存在している (Yanet al. 2011[1l; 

Pena-Ortiz et al. 20 I 5[2J). 

また，Linand Wang, 2022[3]ては，北

半球の夏の開始日は内60年ー2014

年てし一年当たリ約 0．内日早まり，夏の

終了日は約 o.1q日遅くなっていること

が示されている．しかし， 2015年からの

データを含めた夏の期間変化については

まだ明らかにされていない．また，北アメリ
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カ大陸やヨーロッパ，ユーラシア大陸など

を中心に議論がされていたため，日本な

どの島国や島国を取り囲む海洋の夏の

長期化については言及されていない．そ

して，長期化の原因については十年規模

変動をもとに議論を進めており，気候の

特徴を前提とした原因の議論については

行われていない．

そこで，本研究ては夏の特徴を調査し，

近年にかけての夏の長期化傾向を解明

することを第一の目的とする．さらに，解

析の結果，日本の夏の長期化が特異てや

あることが確認されたため，日本の夏の

長期化の原因について解明することを第

二の目的とする．

2 使用データ・解析手法

本研究ては，気象庁第 3次長期再解析

データJRA-3Q[4]から 2m 気温の

Dailyデータ，気象庁・全球日別海面水

温解析データ MGDSST[5]から SSTの

Dailyデータを使用した．期間は内82

年ー2023年の 42年間てある．

まず，夏の特徴てある開始日と終了日，

期間をグリッドごとに閾値を作成し，定義

した（図 I).まず，年ごとに日平均の最高

気温と最低気温を抽出する．そして最高

気温と最低気温の差を42年間分平均し

てその 3/4の値を閾値とした．そして，気

温の 5日間移動平均値から閾値を超え

た最初の日（最後の日）をその年の夏の

開始日（終了日），開始日から終了日ま

ての日数を夏の期間と定義した．



まず，北半球の夏の特徴を調査するた

めに，夏の開始日，終了日，期間，日平均

気温が最高になる日（以下，気温のピー

ク日）を各年で調べそれぞれの平均値を

求めた．そして，これらの変化傾向を明ら

かにするために，トレンド解析を行い，t検

定を用いて有意性を調べた．最後に，な

ぜ日本の夏が長期化しているのかを明ら

かにするために，海洋との関係性から調

査を行った．

3 結果・考察

3.1 夏の特徴

開始日について，大陸の夏の開始日は

内陸部ほど早く沿岸部ほど遅い傾向が

ある．海洋の夏の開始日は 6月後半から

7月中てあり，大陸と比較してとても遅い

傾向てある．日本については，大陸の沿

岸部と同様かそれ以降てある 6月中に

夏の開始日が到来する．

終了日について，ユーラシア大陸の内

陸部，沿岸部を問わずq月の上旬に夏の

終了日が到来する．海洋についてはq月

後半から 10月中てあり，こちらも大陸の

特徴と比較して遅い傾向にある．また，日

本については夏の終了日がq月下旬ご

ろてある．

夏の期間について，内陸部，低緯度て‘

期間が長い傾向にあり，海洋周辺，高緯

度て期間が短い傾向にあった．

気温のピーク日について（図 2），大陸

てはほとんどの地域て•7 月まてに気温の

ピーク日が到来することが示された．それ

に対して，海洋てはたいてい 8月の中旬

以降に気温のピーク日が到来しておリ，

大陸と海洋て大きな差が示されている．

日本の気温のピーク日については， 8月

の前半であり，大陸などたいていの国よ
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りも気温のピークが到来するのが遅い．

夏の特徴について，大陸と海洋て大きく

違いが示された．この季節進行の違いに

ついて，熱容量が大陸と海洋て異なるこ

とが原因と考えられる．

また，日本は陸て‘ありながら，大陸の夏

の特徴と異なった夏の特徴を見せた．こ

れは，海洋の影響を受けやすい大陸の沿

岸部の夏の特徴とも異なっている．そして，

日本は海洋の夏の特徴に近い夏の特徴

を示している．日本は季節進行が独特の

進行てあり，海洋の影響を特に受けやす

い土地であると考えられる．

3.2 夏の長期化

まず，気温のピーク日について，有意な

変化はほとんどの地域て見られなかった．

夏の開始日は，有意な変化が見られた

のは，主に日本から北太平洋の東部まて｀

の範囲と地中海周辺とユーラシア大陸極

北部てある．

夏の終了日は，有意な変化が見られた

のは，主にユーラシア大陸東部から北太

平洋中央部まての範囲，カナダ東海岸周

辺，アラビア半島周辺，北極海周辺であ

る．

夏の期間については，北アメリカ大陸，

ユーラシア大陸の内陸部以外のほとんど

の地域で有意な変化が見られている．

最後に，夏の開始日の有意な早期化と

夏の終了日の有意な遅延化が当てはま

る領域を確認する（図 3）．両方の特徴が

当てはまる地域はとても少なく，ほとんど

の地域がこの条件に当てはまらない．し

かし，日本周辺部とその場所に近い北太

平洋中央部はその条件に当てはまる地

域てあることが示されている．このことか

ら，日本周辺部の夏の長期化は前後に



長引くという異常な状態てあることが考

えられる．

また，冬の期間についても同様に確か

めた結果，有意に前後に短期化した領域

はほとんど示されなかった．

3.3 日本の夏の長期化の原因

原因を考えるために，日本の季節進行

と関係が深いと考えられる海洋に着目し，

夏の開始日付近である 5月後半と 6月

前半，夏の終了日付近てあるq月後半と

10月前半の SSTと2m気温の変化傾

向と，夏の長期化傾向を SSTと2m気

温から解析した結果を確認した．

まず，開始日の温度の変化傾向を確認

した結果，太平洋周辺て｀は SSTの上昇

本研究ては，夏の特徴を調査し，近年に

かけた夏の長期化傾向を解明することと，

特異てあった日本の夏の長期化の原因

について明らかにすることを目的とした．

その結果，日本は大陸と比較して夏の開

始日や終了日，気温のピーク日が遅れて

いる特徴があり，夏の前倒しと後ろ倒し

が双方存在する極めて特徴的な場であ

ることが示唆された．そして，日本の夏の

長期化の原因については，海洋の昇温が

関係していることが一因と考えられる．し

かし，海洋との関係について，メカニズム

が明らかになっていないため，今後はそ

のメカニズムを解明することを目的とする．
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4 まとめ・今後の展望
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図 1：閾値，開始日，終了日，期間の定義
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図2:7/31を基準とした気温のピーク日の日付
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図 3：開始日の前倒し・終了日の後ろ倒し両方が当てはまる領域

（陰影：期間の長期化傾向を示す）
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図4:SSTにおける開始日の前倒し・終了日の後ろ倒し両方が

当てはまる領域

（陰影：期間の長期化傾向を示す）
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